
第８回 新潟県渋滞対策協議会

日時：平成２９年 ７月３１日（月）

１０時３０分～１１時３０分

場所：新潟国道事務所 Ｂ棟 大会議室

次 第
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２．議 事

１）渋滞対策の進め方

２）これまでの検討経緯

３）主要渋滞箇所の見直しについて

４）ピンポイント渋滞対策

５）その他の視点

６）今後の進め方について

３． その他
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１．渋滞対策の進め方



１．渋滞対策の進め方

１

平成29年度 道路関係予算概要 （H29年1月 国土交通省 道路局・都市局）より

資料：平成29年度道路関係予算概要（H29.1）国土交通省道路局・都市局 P21 



２．これまでの検討経緯



２．これまでの検討経緯

• H24 主要渋滞箇所の公表

• H25 渋滞対策基本方針（案）の議論

• H26 渋滞対策基本方針の議論

• H27 渋滞対策基本方針の策定、モニタリング結果、対策の実施状況及び効果検証

• H28 モニタリング結果、対策の実施状況及び効果検証

① 主要渋滞箇所の見直しに向けた議論

• 追加・解除フロー案の審議

② 渋滞対策の議論

• 渋滞モニタリング結果

• 今後の対策について（ピンポイント渋滞対策）

➂その他の視点（施策紹介）

• 観光地周辺の渋滞対策

大型店舗出店

沿道環境等の変化

道路・交通網の整備等

これまでの主な検討経緯

H29渋滞協の議論のポイント

道路利用者のご意見

最新交通データ（ビッグデータ）

２

２－１ 平成29年度 協議会での議論のポイント



２．これまでの検討経緯

３

２－２ 新潟県の主要渋滞箇所の特定状況（国道・県道・市道）

【平成24年度（第３回協議会）特定】

国道・県道・市道

【混雑多発】

○渋滞損失が多い、または平
日ピーク時における旅行速度
20km/h以下の箇所

○ボトルネック踏切

【特定日に混雑】

○休日における速度低下箇所

○冬期における旅行速度低下箇所

【パブコメによる選定】

１１６箇所

２箇所

１６箇所

３箇所

１６６箇所

地域の主要渋滞箇所（国道・県道）

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所（踏切）

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

＜区間・エリア＞

区間

エリア

区間 ：交差点が連担・速度低

下が連続した区間

エリア：主要渋滞区間が面的に

広がっており、エリア

として一体的に議論を

進める必要がある地域

新潟市中心部エリア

新発田市中心部エリア

三条市中心部エリア

長岡市中心部エリア

上越市中心部エリア

５エリア ２４区間 １１８箇所

主要渋滞箇所総数：３０３箇所



３．主要渋滞箇所の見直しについて



３．主要渋滞箇所の見直しについて

地区名 開通時期 事業名称 対策概要 事業者

① 新潟市 H25.7 （市）小新亀貝線 新設市道の整備 L=0.8km 新潟市

② H25.4 （市）信濃川右岸線 新設市道の整備 L=0.5km 新潟市

③ H26.3 国道7号 万代橋下流橋 ４車線拡幅 L=0.2km 国土交通省

④ H26.3（暫定） 国道49号 姥ヶ山IC事故対策 交差点位置の変更、滞留長の確保 国土交通省

⑤ H28.3 新潟東スマートIC 新設整備 新潟市

⑥ 新発田市 H29.3 国道7号 新発田拡幅 4車線拡幅 L=0.9km 国土交通省

⑦ H25.3 国道290号 荒町バイパス 新設県道の整備 L=0.9km 新潟県

⑧ H26.3 （市）五十公野バイパス 新設市道の整備 L=1.9km 新発田市

⑨ 長岡市 H25.11 長岡東西道路（フェニックス大橋） 橋梁を含む新設道路の整備 L=3.0km 国土交通省

⑩ H25.11 （市）左岸バイパス 新設市道の整備 L=2.2km 長岡市

⑪ H29.3 長岡北スマートIC 新設整備 長岡市

⑫ H29.3 （都）槇山町亀貝線稲葉立体 都市計画道路の整備 L=0.93km 新潟県

⑬ 三条市 H28.3 国道403号 三条北バイパス 新設道路の整備 L=0.74km 新潟県

⑭ H28.3 （都）新保裏舘線 都市計画道路の整備 L=0.87km 三条市

⑮ 南魚沼市 H27.10 国道17号 六日町バイパス 新設国道の整備 L=0.4km 国土交通省

⑯ H25.9 国道291号 坂戸バイパス 新設国道の整備 L=0.9km 新潟県

⑰ 上越市 H26.10 （主）上越新井線山麓線バイパス 新設県道の整備 L=2.7km 新潟県

⑱ H27.3 （都）飯門田新田線 都市計画道路の整備 L=0.62km 新潟県

⑲ H25.12 国道18号 上新バイパス 4車線化整備 L=1.7km 国土交通省

⑳ H27.3 上越妙高駅 北陸新幹線延伸に伴う新駅整備 新潟県

㉑ 糸魚川市 H27.3 糸魚川駅 北陸新幹線延伸に伴う新駅整備 新潟県

㉒ H27.5 国道8号糸魚川東バイパス 新設国道の整備 L=1.3km 国土交通省
４

３－１ 背景１ 交通状況の変化 新たな道路等の主な開通(H24～H28年度末まで）



３．主要渋滞箇所の見直しについて

５

３－１ 背景１ 交通状況の変化 新たな道路等の主な開通(H24～H28年度末まで）

② H25.4
(市)信濃川右岸線
開通

① H25.7
(市)小新亀貝線 開通

③ H26.3
国道７号万代橋下流橋 ４車線化

⑤ H28.3
新潟東スマートIC
開通

④ H26.3
国道49号姥ヶ山IC 暫定供用

⑥ H29.3
国道７号新発田拡幅
４車線化

⑦ H25.3
国道290号

荒町ＢＰ
開通

⑧ H26.3
(市)五十公野ＢＰ
開通

新潟市中心部 新発田市中心部



３．主要渋滞箇所の見直しについて

６

３－１ 背景１ 交通状況の変化 新たな道路等の主な開通(H24～H28年度末まで）

⑨ H25.11
長岡東西道路
（フェニックス大橋）
部分開通

⑩ H25.11
(市)左岸バイパス
部分開通

⑪ H29.3
長岡北スマートIC
開通

⑫ H29.3
(都)槇山町亀貝線稲葉立体 開通

⑭ H28.3
(都)新保裏舘線
開通

⑬ H28.3
国道403号
三条北BP
開通

⑮ H27.10
(国道17号六日町ＢP
部分開通

⑯ H25.9
(国道29１号坂戸ＢP
開通

三条市中心部

南魚沼市中心部

長岡市中心部

H29年度予定
長岡東西道路
（大宮町～要町）
部分開通



３．主要渋滞箇所の見直しについて

７

３－１ 背景１ 交通状況の変化 新たな道路等の主な開通(H24～H28年度末まで）

⑲ H25.12
国道18号上新ＢＰ
４車線化⑰ H26.10

(主)上越新井線
山麓線ＢＰ
開通

⑱ H27.3
(都)飯門田新田線
開通

㉑ H27.5
(糸魚川東バイパス
部分開通

糸魚川市中心部上越市中心部

糸魚川市

⑳ H27.3
北陸新幹線延伸開通
（上越妙高駅開業）

北陸新幹線

㉒ H27.3
北陸新幹線延伸開通
（糸魚川駅開業）



３．主要渋滞箇所の見直しについて

８

３－２ 背景２ 大型店舗の新規開業
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〇新潟県では、過去１０年間で１５０件の大規模店舗が出店に伴う届出を申請。
○新潟市ではH26～28年度に１５施設が開店。長岡市でも９施設、上越市でも６施設が開店。
○大型店舗の出店にともなう交通渋滞の発生が懸念されることから、事前の対策も含め企業側と協
議・検討が必要

大規模店舗の申請件数の推移

「大規模小売店舗立地法」の対象

建物内の店舗面積の合計が1000m2以上の施設

データ出典：経済産業省HP
大店立地法届出の件数表 より データ出典：新潟県内大規模小売店舗（店舗面積1000㎡超）一覧

（H27年1月、
1,486㎡ ）

（H28年3月、
2,082㎡ ）

（H26年12月、
1,375㎡ ）

（H28年11月、
1,498㎡ ）

（H26年11月、
1,219㎡ ）

（H26年9月、
1,283㎡ ）

（H27年5月、
5,186㎡ ）

（H26年11月、
2,088㎡ ）

（H27年10月、
3,839㎡ ）

（H28年5月、
5,856㎡ ）

【新潟市】

H26年開店

H27年開店

H28年開店

H29年開店

H29年4月以降予定

凡例

1,000～ 2,000 ㎡

2,000～ 3,000 ㎡

3,000～ 4,000 ㎡

4,000～ 5,000 ㎡

5,000～ 6,000 ㎡

6,000㎡ ～



３．主要渋滞箇所の見直しについて

９

３－２ 背景２ 大型店舗の新規開業

【長岡市】 【上越市】

（H28年11月、
5,602㎡ ）

（H29年6月、
3,452㎡ ）

（H28年2月、
3,615㎡ ）

（H27年12月、
5,079㎡ ） （H26年11月、

2,818㎡ ）

（H28年11月、
6,360㎡ ）

（H28年11月、
5,975㎡ ）

（H28年11月、
3,643㎡ ）

（H29年3月、
5,368㎡ ）

（H26年10月、
8,679㎡ ）

（H28年3月、
1,718㎡ ）

（H29年3月、
4,975㎡ ）

（H26年10月、
4,833㎡ ）

（H28年3月、
1,179㎡ ）

（H28年6月、
2,062㎡ ）

データ出典：新潟県内大規模小売店舗（店舗面積1000㎡超）一覧データ出典：新潟県内大規模小売店舗（店舗面積1000㎡超）一覧

H26年開店

H27年開店

H28年開店

H29年開店

H29年4月以降予定

凡例

1,000～ 2,000 ㎡

2,000～ 3,000 ㎡

3,000～ 4,000 ㎡

4,000～ 5,000 ㎡

5,000～ 6,000 ㎡

6,000㎡ ～



３．主要渋滞箇所の見直しについて

３－３ 渋滞モニタリング

〇平成24年度と比較した結果、渋滞損失時間は横ばい傾向。
○新潟県内においては新潟市中心部、長岡市中心部、上越市中心部の渋滞損失時間が高い
○渋滞損失時間の増減理由は、各地区WGにて詳細な検証を実施する予定。

10

平成24年度 平成28年度国道７号竹尾インター

国道8号女池インター

国道8号新町１丁目

新潟市中心部

長岡市中心部

上越市中心部

国道8号新町１丁目

新潟市中心部

長岡市中心部

上越市中心部

国道8号黒埼インター

国道7号栗ノ木橋交差点

国道７号竹尾インター

国道8号女池インター

国道8号黒埼インター

県道3号赤道十字路

上越地域

13％
(1245万人時間）

中越地域

29％
(2710万人時間）

下越地域

58％
(5467万人時間）

上越地域

12％
(1282万人時間）

中越地域

29％
(3015万人時間）

下越地域

59％
(6213万人時間）

【渋滞損失時間の
地域別割合※】

※算定条件
対象交差点：1649箇所（国土技術総合研究所定義交差点＋主要渋滞交差点）
旅行速度：各年秋期(9-11月)平日の旅行速度

【渋滞損失時間の
地域別割合※】



※1 路上工事の影響など、不確定な要素を排除するため

※2 パブコメ選定箇所については、データに基づく分析＋道路管理者等の意見を踏まえ解除を検討

※3 高速道路の渋滞区間については別途検討

３．主要渋滞箇所の見直しについて

３－４ 主要渋滞箇所の解除について

11

〇主要渋滞箇所について、モニタリングを継続的に行い、渋滞状況の変化を把握する。
○最新の速度・交通量データを用い、各県渋滞指標に基づき、以下のとおり判定する

⇒渋滞緩和の要因が明確な場合（対策の効果が発現している場合等）は、解除対象とする
⇒渋滞緩和の要因が明確で無い場合は、渋滞緩和が２年間継続した場合※1、解除対象とする

主要渋滞箇所（新潟県一般道：３０３箇所）

選定指標に基づく分析の結果
渋滞が緩和

対策の実施有・無等により要因を確認

渋滞緩和の要因が明確か？
（対策の効果が発現している場合）

渋滞緩和が２年間継続※1

主要渋滞箇所として、対策実施及びモニタリングを継続

主要渋滞箇所からの解除候補

①道路管理者による現地確認の上
②協議会（ＷＧ）の議論を経て判定

【主要渋滞箇所 解除フロー（案）】

Yes

Yes

No

No

Yes

No



３．主要渋滞箇所の見直しについて

３－４ 見直し（解除）候補箇所の事例（国道８号 日ノ出町交差点）

12

国道８号白根バイパスの開通により、交通がバイ
パスへ転換した。

これにより、国道８号現道区間の旅行速度が向上
した。

【北陸・新潟県】 国道８号 日ノ出町交差点（抽出基準Ｃ※）

≪位置図≫
1

至 黒埼ＩＣ

至 三条市

※秋季ピーク時の最低旅行速度が20km/h 以下、かつ
昼間12時間の渋滞損失時間が県内累計上位50％

ひ の で ち ょ う

≪現状≫ ≪データ分析例≫

日ノ出町交差点

出典：民間プローブデータ
開通前：H24.9-11平日 開通後：H28.9-11平日

■：～10km/h
■：10～20km/h
■：20～30km/h

■：30～40km/h
■：40～50km/h
■：50～60km/h

■：60km/h～

18時
17時
16時
15時
14時
13時
12時
11時
10時
9時
8時
7時

18時
17時
16時
15時
14時
13時
12時
11時
10時
9時
8時
7時

18時
17時
16時
15時
14時
13時
12時
11時
10時
9時
8時
7時

18時
17時
16時
15時
14時
13時
12時
11時
10時
9時
8時
7時

国道8号白根バイパス

N

2

至 黒埼ＩＣ

至 三条市

35.1 # 39.5 41.7 # # # ## ##32.0 # 36.4 38.5 # # # ## ##
31.7 # 29.2 37.7 # # # ## ##30.9 # 27.7 37.6 # # # ## ##31.6 # 27.1 38.1 # # # ## ##
31.3 # 30.5 38.7 # # # ## ##31.4 # 28.1 38.2 # # # ## ##30.8 # 28.7 37.6 # # # ## ##
30.8 # 26.8 38.8 # # # ## ##27.8 # 31.1 39.0 # # # ## ##24.4 # 35.8 37.7 # # # ## ##
26.3 # 32.1 38.3 # # # ## ##

29.4 # 31.7 30.1 # # # 53.226.8 # 28.0 30.2 # # # 52.2
26.7 # 23.5 34.3 # # # 50.820.3 # 26.8 30.6 # # # 48.222.6 # 26.5 30.7 # # # 50.2
26.9 # 28.1 34.1 # # # 53.222.0 # 30.7 30.7 # # # 50.823.8 # 29.0 29.5 # # # 49.6
22.3 # 26.7 30.4 # # # 50.125.1 # 29.9 28.5 # # # 49.320.6 # 32.5 32.7 # # # 45.4
23.8 # 30.7 33.4 # # # 51.7

25.4 # 29.4 28.9 # # # ## ##30.5 # 30.0 36.6 # # # ## ##26.9 # 31.1 30.8 # # # ## ##26.0 # 32.6 30.0 # # # ## ##25.6 # 31.3 28.7 # # # ## ##
25.7 # 32.2 28.9 # # # ## ##27.7 # 31.5 28.5 # # # ## ##26.8 # 30.1 28.9 # # # ## ##25.6 # 29.1 26.9 # # # ## ##26.7 # 30.5 28.0 # # # ## ##26.1 # 25.2 27.5 # # # ## ##25.2 # 27.1 28.6 # # # ## ##

開通後

進行方向

進行方向

開通前

開通後

27.4 # 26.4 29.5 # # # 50.931.7 # 32.2 31.8 # # # 49.727.3 # 29.2 29.2 # # # 44.324.6 # 20.8 29.5 # # # 47.025.2 # 23.3 30.5 # # # 52.126.4 # 26.5 29.5 # # # 51.8
26.9 # 26.7 30.9 # # # 49.625.7 # 24.0 28.8 # # # 48.922.3 # 20.3 24.8 # # # 48.127.1 # 22.3 26.9 # # # 47.427.5 # 20.4 29.7 # # # 42.025.2 # 21.1 27.4 # # # 45.9

開通前

旅行速度が改善

日ノ出町白根
能登

旅行速度が改善

至

黒
埼
Ｉ
Ｃ

至

三
条
市

1
2

旅行速度が改善



※1 路上工事の影響など、不確定な要素を排除するため

※2 高速道路の渋滞区間については別途検討

３．主要渋滞箇所の見直しについて

３－５ 主要渋滞箇所の追加について

13

〇主要渋滞箇所以外についても、最新の速度・交通量データを用い、渋滞状況を把握する。
○各県渋滞指標に基づき、以下のとおり判定する。

⇒ 渋滞要因が明確な場合は、主要渋滞箇所の追加候補とする。
⇒ 渋滞要因が明確で無い場合は、２年間連続で渋滞指標に該当した場合※1に、主要渋滞箇所

の追加候補とする。

主要渋滞箇所以外の交差点

データ分析の結果、
渋滞指標に該当

交通状況・交差点構造、対策実施状況等を確認

渋滞指標に２年間連続※１で該当

混雑状況のモニタリングを継続

Yes

Yes

No

No

Yes

No

混雑要因が明確か？

【主要渋滞箇所 追加フロー（案）】

主要渋滞箇所からの追加候補

①道路管理者による現地確認の上
②協議会（WG）の議論を経て判定



４．ピンポイント渋滞対策について



４．ピンポイント渋滞対策について

14

４－１ 平成29年度 道路関係予算概要 （H29年1月 国土交通省 道路局・都市局）

・総渋滞損失は年間約50億人時間、約280万人の労働力に匹敵

・一人あたりの年間渋滞損失時間は約40時間で、乗車時間（約100
時間）の約4割に相当

・欧米の主要都市における渋滞損失は移動時間の約2割

・特定の時間帯、時期、方向に交通需要が偏在

【背景・データ】

○より低コストでより早期に高速道路の渋滞対策・機能強
化等を図るため、ビッグデータを用いたピンポイント渋滞
対策を実施。

海老名ＪＣＴ等3箇所で対策を実施済
大和トンネル付近等14箇所で事業推進中

○要領が絶対的に不足している都市圏における既存の高
速道路ネットワークを補完する主要幹線道路を強化

○高速道路

・東名高速道路 大和トンネルの例

上下線の大和トンネル付近において、既存の道路幅員を最大限活用

しつつ、付加車線を設置（事業推進中）

〈平面図〉

〈平面図〉

【ビッグデータ分析に基づく「賢い投資」】

〈横断図（トンネル部）〉

〇生産性の向上による経済成長の実現や交通安全の確保の観点から、今ある道路の運用改善や小規
模な改良等により、道路ネットワーク全体の機能を最大限に発揮する「賢く使う」取組みを推進
します。



４．ピンポイント渋滞対策について

15

４－２ 国道８号堺西交差点

対 策 左折車線の設置

原 因 左折車や沿道出入り車両による速度低下により、渋滞が発生

古正寺地区

堺交差点 寺島交差点

喜多東交差点

堺西交差点

長生橋長岡IC

長岡JCT

三島地区
至
新
潟
市

至
長
岡
駅

至 新潟市

至 富山

至 東京

≪位置図≫ ≪説明図≫

事業箇所

【断面図】

対策前

◆左折車や沿道アクセスによる
減速により旅行速度が低下
後続車の急ブレーキも多発

対策後

≪広域図≫

至 上越市

至 新潟市

堺西交差点

N

至
上
越
市

写真

：主要渋滞箇所
：大規模商業施設（1,000m2以上）

至

上
越
市

至

新
潟
市

至 古正寺（長岡駅）

右折車両

直進車両

左折車両

飲食
店

至 三島

飲食
店

堺西
交差点

堺西
交差点

至 三島

商業施設

至 古正寺（長岡駅）

左折レーン設置

左折レーンL=40m設置

至

上
越
市

至

新
潟
市

商業施設



４．ピンポイント渋滞対策について
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20.4

11.0

39.4

47.9

28.3

27.9

11.8

13.1

0 20 40 60 80 100

第1走行車線

第2走行車線

データによる原因分析■交差点前後の急ブレーキ発生状況

至

上
越
市

至

新
潟
市

堺西
交差点

堺
交差点

急
ブ
レ
ー
キ
回
数
（※

1
）

第１走行車線で急ブレーキが多発

（回）

交差点までの距離（m）

140 160 180 200120806040200 100

15

10

5

0

至 古正寺（長岡駅）

至 三島

進行方向

左折車両や沿道出入りに起因する
急ブレーキと推察される

5

10

15

データ出典
※1 ETC2.0 様式1-4 挙動履歴情報

前後加速度-0.3G以下のデータを使用
[使用データ期間] H28.9～11月 7～19時

※2 ETC2.0 様式1-2 走行履歴情報
[使用データ期間] H28.9～11月 7～19時

第
２
走
行
車
線

第
１
走
行
車
線

交差点手前60mの速度の割合
※直進車のみを対象に集計
※位置情報により走行車線を推定

第1走行車線で20km/h
以下の割合が大きい

20.4%

11.0%

凡例
20km/h以下
20～40km/h
40～60km/h
60km/h以上

割合（％）

凡例

第２走行車線急ブレーキ回数

第１走行車線急ブレーキ回数
※直進車のみを対象に集計
※位置情報により走行車線を推定



５．その他の視点



５．その他の視点

17資料：平成29年度道路関係予算概要（H29.1）国土交通省道路局・都市局 P42 

５－１ 観光地周辺の渋滞対策



５．その他の視点

５－２ 観光地周辺での対策検討状況（上越新水族博物館）

駐車台数は約１．７倍
[355台→600台]
来場者数は約３．２倍
[約18.7万人（H27年度）→60万人（計画）】

現状以上の混雑が発生する可能性

○上越市水族館に向かう交差点付近では、大型商業施設の影響もあり混雑が発生しており、特に海水
浴シーズンと重なる観光時期は混雑が顕著となる。

○平成30年夏の水族館のリニューアルオープンに伴い更なる混雑の可能性がある。
○今後は、上越地区ＷＧにおいて渋滞緩和方策を検討する。

≪上越市立水族博物館（現況）≫

≪新水族博物館≫

≪石橋～水族館前交差点区間の旅行速度≫

18

水
族
館
前

西
本
町
３

御
館
川
南

石
橋

水
族
館
前

石
橋

西
本
町
３

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

※出典：民間プローブデータ
集計期間：夏期(H27.7.15～8.15)休日12H平均 秋期(H27.9.1～11.30)休日12H平均

速度低下 速度低下

※基本計画より

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0 ：夏期
：秋期

≪位置図≫

至 長野県

至

糸
魚
川
市

至

柏
崎
市

石橋

御館川南

春日新田

下門前

三ツ屋

新水族館計画地

なおえつ海水浴場

国府

直江津ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
水族館前

主要渋滞箇所

直江津駅

下源入

進行方向 進行方向

御
館
川
南

水族館への主要アクセス経路

西本町３丁目



６．今後の進め方について



６．今後の進め方について
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７月

２～３月

渋滞協議会の開催

① 主要渋滞箇所の見直しに向けた議論
② 渋滞対策の議論
③ その他の視点（渋滞関係施策）の紹介

・ 追加・解除候補の確認
・ ピンポイント渋滞対策案の検討（国土交通省）

渋滞協議会・ＷＧの開催

データ分析・現地確認（地区ＷＧ及び各道路管理者）

・ 主要渋滞箇所の見直し
・ 渋滞対策案の紹介


